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簡易水道、公共下水道事業　移行後初の決算

２事業会計を決算認定
簡易水道事業は経常収支比率が基準を下回る

収支改善に向けた方策は

事業会計はサイフ（収支）が２つに分かれています

経営の健全性・効率性は次の３つの指標から分析します
指標 指標の説明 基準・目安 令和6年度の値

経常収支比率 給水収益などの収益で維持管理な
どの費用をどの程度賄えているか

100％以上で黒字
高いほうが望ましい 94.8%

資金不足比率 公営企業会計の資金不足が事業規
模に対してどのくらいの割合か 比率がマイナスなら黒字 −13.35%

有形固定資産
減価償却率

有形固定資産のうち償却資産の減
価償却がどのくらい進んでいる
か、資産の老朽化度合を表す

数値が100％に近いほど
老朽化が進んでいる 6.8%

令和６年度公共下水道事業会計　決算の概要

令和６年度簡易水道事業会計　決算の概要

・利益（積立金）
・実際にはお金が
　減らない費用

不足分の
補てん

　簡易水道事業と公共下水道事業は、経営状況の明確化を図るため、令和６年度から事業会計に移
行しました。
　移行後はじめての決算は、簡易水道事業会計では収益的収支が赤字となりましたが、簡易水道事
業会計、公共下水道事業会計ともに決算認定しました。
　決算の内容についてお知らせする前に、まずは事業会計のしくみからお伝えします。

　簡易水道事業会計の経常収支比率は94.8％で基準の100％を下回り、給水収益（水道料
金）などの収益だけでは維持管理などの費用を賄えていないことを示しています。
　一方、資金不足比率はマイナスとなり、財政は良好な状態にあると言えますが、一般会
計からの補助金で補っています。
　また、有形固定資産減価償却率は6.8％と低く、積極的な設備投資がなされていますが、
今後の安定した事業経営のためには、収支の改善が望まれます。
　収支改善に向けた今後の方策について、質疑が交わされました。

水道料金引き上げは� �
� 慎重に検討
Q　藤田議員　経常収支比率を基準の100％に
するための具体的な考えは。

A　施設課長　経常収支比率は、収入だけでな
く支出も関係する。収入と支出のバランスを考
えて経営し、適正な維持補修を行っていきたい。

Q　藤田議員　本町の水道料金は管内でも高い
と思うが、収益改善のために、水道料金の改定
を含めた今後の方策は。

A　施設課長　令和７年度に経営戦略計画の策
定を業務委託している。その内容を踏まえ水道
料金改定も含め検討したい。

A　町長　水道料金をいきなり跳ね上げると町
民への影響が大きくなる。適正な水道料金につ
いて慎重に検討したい。

日々の事業を運営
するための取引

＆

水道施設の整備や
更新のための取引収益（＋）

　水道料金など

費用（－）
　維持管理費
　減価償却費など

収入（＋）
　企業債、補助金

支出（－）
　工事請負費、
　償還金など

外部から調達する
収入で賄うため、
基本的に赤字

収益的収支で得た利益をもとに施設の整備を
行うのが事業会計の基本的なしくみです

収益的
収支

収益的
収支

資本的
収支

資本的
収支

留保資金

　令和6年度簡易水道事業会計の収益的収
支は、1,485万円の不足となりました。
　なお、収益的収支の中には、実際にはお
金が動かない収入（長期前受金戻入）と支
出（減価償却費など）が含まれています。

※税抜表示　１万円未満四捨五入 ※税込表示　１万円未満四捨五入

　資本的収支は、6,277万円の不足と
なりました。不足額は、損益勘定留保
資金などで補てんされました。

決算額
収益的収入 2億 3,848万円
収益的支出 2億 5,333万円

差引 △ 1,485万円

※税抜表示　１万円未満四捨五入 ※税込表示　１万円未満四捨五入

決算額
収益的収入 2億 2,226万円
収益的支出 2億 1,592万円

差引 634万円

決算額
資本的収入 5,413万円
資本的支出 1億 1,186万円

差引 △ 5,773万円

指標 令和6年度の値
経常収支比率 103.3%
資金不足比率 -36.06%
有形固定資産
減価償却率 4.4%

決算額
資本的収入 1億 9,284万円
資本的支出 2億 5,561万円

差引 △ 6,277万円

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
２
事
業
会
計
決
算
認
定

議
会
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

議
会
だ
よ
り

▽
２
事
業
会
計
決
算
認
定

役
場
だ
よ
り


